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 学生時代の英語の教師の言葉です。「習得した英

単語の語彙数というのは、たゆまぬ前進を心がけて

やっと現状維持である。さらなる前進には相当な努

力が必要だ」。これは、様々な事にあてはまると思

い肝に銘じてきている言葉です。 

 

 学校は巣の中の雛鳥たちを守るために、閉じた空

間になりがちです。その結果、井の中の蛙や学校の

一人よがりが生じるのです。ですから、あえて学校

を開き、世の風を受け時代の流れに磨かれて常に進

化する姿勢をとりたいと考えています。 

 １２月９日（金）は研究発表会。２年がかりの校

内研究がひとつの実を結びます。今の時代を見据え

中西小の子供たちを見つめて決めためあて（研究主

題）に向かって、教職員が力を結集して進めてきた

研究の成果を世に問うのです。 

 この研究のお陰で、中西小では他校に先駆けて

ICT機器を全教室に配置することができました。こ

れによって授業の質の向上や効率化を図りながら、

子供たちが相互にかかわり合い表現する力を身に

つけるための手立てを模索してきたのです。 

 今のところ、北は青森県から南は沖縄県まで、す 

 

でに多くの参観申し込みが届いています。また、今、

注目される分野にかかわる研究なので、当日は練馬

区内外からも大勢の参観者が見込まれます。 

教員たちは、子供たちの良さが光る授業や研究発

表にするために、日夜、準備に余念がありません。

指導法や情報の交流を繰り返す中で、学校としての

まとまりはいやでも高まります。 

 当日は、生き生きとした子供たち・熱意あふれる

教師たち・晩秋の美しい校庭・整えられた学習環境

が、お手伝をいただく保護者の皆様の笑顔と一体と

なってお客様を迎えることでしょう。  

 ２年間ご指導をいただいた講師の堀田龍也先生

に導かれ、遠くに見えていた新しい教育の流れが一

気に現実となり目の前の子供たちとがっちりと結

びついたような気がします。 

 支えていただいた練馬区教育委員会とパナソニ

ック教育財団、そして、研究を通じて出会ったすべ

ての皆様に心からの感謝を捧げます。 

 

 中西小では何より子供たちの姿が「学校の誇り」

です。そして、学校も「子供たちや卒業生や地域の

誇り」となれるよう日々、努力と前進を続けます。

         １ ２  月  行  事  予  定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  ２ 月 の 生 活 目 標  物 を た い せ つ に し よ う   

１日(木) 体育集会 安全指導 

    委員会活動 

２日(金) クリーン運動 

３日(土) ふるさと中村音楽祭 

７日(水) 教育会研究日(４時間授業) 

８日(木) たてわり班遊び 

９日(金) 教育課題研究指定校 研究発表会 

１２日(月) 避難訓練 掃除週間(～１６日) 

 

 

１５日(木) 児童集会 お誕生日給食 

     クラブ活動 

１６日(金) 保護者会(５，６年) 

１９日(月) 保護者会(３，４年) 

２０日(火) 保護者会(１，２年) 

２２日(木) 冬季休業日前最終登校 

全校朝会 給食終 

１月１０日(火)  冬季休業日明け授業始 

      給食始 


